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“how much we remember”,“how well we remember”に重点を置いていたことを指摘し，これに対
















































































動と自伝的記憶の間に強い相関が認められた（McAdams & Aubin, 1
の間の因果関憶―験 記
好が が，小 5の夏きだった 題で行った理科研究を夏休み後に先生休みの宿もともと理科 と考え

























































て馴 明瞭で重要で以 染み深くで，あなたにとっ上前の少なくとも 1年 来事出
思も の度 て考えたよう何 なとい出されたり，そ いこ つに
す を と伝えそのこと 話記 とすると重要な情報立 はっきり友達に理解に役 をち，憶。自己 例えば
よる 記憶うな





















































でれ き レ，が好ースをと ポーる作品大学 2年 で論ぜらに英文学のコ そこ生の りました。私はきと
ひつに く私自身はすごる詩 ときいてトも楽しんで書 たい です。た。でもあ いの解ていま 釈し 書を
ら ポめ トをいた ー を全く理レと思 私がそ返レポートだ 先生はって の詩ですが，いた すと ，にの き
ておし解 まら 言ず れ， で 厳と思うと攻し わ の先た英文学を専 このとて欲 生のい です。しく のな き
，きゅっい顔や なし にと な引 人ます。こん口元 は 思っりき締まった わ。そを思 出し たくないい う
ら 会社か に攻を英文学 です。学 たて専 変え の






























































































らなる「自伝的記憶質問紙（autobiographical memory questionnaire:AMQ）」を構成した（表 3）。
表１ Berntsen &Rubinの出来事の中心性質問紙（Berntsen &Rubin,2006）
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表２ Johnsonらの記憶特性質問紙（Johnson et al.,1988；高橋・清水，2002）
因子 項 目 例
鮮 明 度 この出来事の記憶全体の鮮明度は，きわめてはっきりしている
事 後 回 想 振り返ってみると，この出来事は大きな意味を持っていた。
時 間 情 報 この出来事が何年に起こったか，はっきりしている。
全 体 印 象 そのときの感じは，良かった。
感 覚 経 験 この出来事の記憶には，匂いがたくさんある。
空 間 情 報 この出来事の記憶の中の事物の位置関係は，はっきりしている。
奇 異 性 出来事の筋が奇妙である。
前 後 関 係 この出来事の前に起こった関係する出来事を，はっきり覚えている。
表３ Rubinらの自伝的記憶質問紙（Rubin,Schrauf,&Greenberg,2003）
カテゴリー 項 目 例






出 来 事 ・この記憶は重要なメッセージを与えてくれたり，アンカーやターニングポイントに
なっているという意味で，私の人生にとって重要だ。
・それは特定の時点で一回だけ起きた出来事である。





自伝的記憶の記憶特性を検討した研究では，上記の Johnson et al.（1988）の尺度等を参考に，研
究目的に合致した項目を設定することが多い。本研究は，重要な機能を有する記憶とそうでない記




























































































































性 22名，女性 27名，平均年齢 20.4歳，SD＝1.0）と社会人 77名（男性 21名，女性 56名，平均年
齢 36.0歳，SD＝5.9），計 126名の回答が分析された。目的でも指摘したように，時間経過に伴って
想起過程が変化することも予測される。そこで結果の分析に際しては参加者を年齢によって，19-22
歳群 49名（男性 22名，女性 27名，平均 20.4歳，SD＝1.0），26-34歳群 39名（男性 11名，女性 28
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重要度に従って順位づけを行ったが，1位と 2位あるいは 2位と 3位の出来事の重要度評定値が等




















重要度 1位と評価された出来事に対する評定結果（項目 16「特定性」と項目 37「視点」を除く 43
項目）について因子分析を行い（重み付けの無い最小二乗法，Varimax回転），固有値 1以上の基準
及び解釈可能性を考慮して，適切な因子数を 9とした（表 5）。これら 9つの因子は，出来事に関わ






























因子 1 因子 2 因子 3 因子 4 因子 5 因子 6 因子 7 因子 8 因子 9
鮮明さ 重要性 感情 再体験 一貫性 身体感覚 自己 新奇性 リハーサル
18詳細である 0.885  0.193 －0.073  0.056  0.117  0.107  0.029  0.081  0.148 19 よく覚えている 0.848  0.161 －0.071  0.062  0.155  0.100 －0.013  0.046  0.147 30正確である 0.829  0.157 －0.007  0.108  0.121 －0.054  0.080  0.057  0.087 17はっきりしている 0.816  0.229 －0.025  0.028  0.069  0.099 －0.009  0.150  0.035 20欠けている部分がある 0.744  0.082 －0.053  0.074  0.051  0.078  0.052 －0.049  0.001 36実際に思い出すことができる 0.729  0.204 －0.071  0.224  0.210 －0.054  0.082 －0.068  0.022 21場面が目に浮かぶ 0.677  0.103 －0.005  0.117  0.137  0.081  0.009 －0.017 －0.051 31その通りに起きたことである 0.668  0.100  0.018  0.065  0.032 －0.070  0.118  0.135  0.009 44思い出すのは簡単だ 0.570  0.242  0.042  0.072  0.113 －0.046  0.018  0.078  0.192 34その時自分がどう感じたか思い出せる 0.430  0.338 －0.064  0.279 －0.049 －0.119  0.059  0.139  0.050 22音や声が聞こえてくる 0.413  0.037  0.023  0.229  0.137  0.149  0.031  0.044  0.047 11私に影響を及ぼした 0.205  0.822  0.122  0.077 －0.009  0.000  0.115  0.028  0.049 10重要である 0.184  0.787  0.206  0.024  0.088  0.039  0.150  0.018  0.147 4自分の人生における重要なテーマを象徴 0.116  0.751  0.146  0.109  0.178  0.030  0.147 －0.118  0.016 9 振り返ると大きな意味を持っていた 0.157  0.732  0.176  0.051  0.147  0.026  0.170  0.068  0.138 6大切なことを学んだ 0.241  0.700  0.130  0.049 －0.022  0.120 －0.071  0.020  0.073 5人生の物語の中心になる 0.131  0.695  0.174  0.139  0.233  0.106  0.285  0.017  0.159 3今とのつながりが感じられる 0.142  0.653  0.108  0.023  0.217  0.006  0.266 －0.036 －0.047 7考え方や感じ方に影響を与えた 0.151  0.653  0.030  0.082 －0.020  0.104 －0.081  0.059  0.160 8当時大きな意味を持つと思った 0.172  0.339  0.096  0.285  0.149  0.072 －0.042  0.187 －0.192 14経験したときの気分が悪かった －0.072  0.134  0.931  0.050 －0.003  0.039  0.019 －0.028 －0.013 13経験したときの気分が良かった －0.057  0.196  0.897  0.136  0.040  0.078  0.005  0.035  0.016 41思い出して今気分がよい 0.000  0.267  0.865  0.048  0.018  0.110  0.126 －0.021  0.033 42思い出して今気分が悪い －0.073  0.196  0.864 －0.059 －0.037  0.059  0.093 －0.078  0.043 35再び経験している気持ちになる 0.212  0.068  0.084  0.813  0.120  0.087  0.151  0.064  0.125 32その時の感情を再体験している気がする 0.151  0.120 －0.012  0.783  0.113  0.116 －0.029  0.096  0.015 33そのときに引き戻される 0.170  0.055  0.020  0.773  0.061  0.095  0.043 －0.008  0.121 38突然心に浮かぶことがある 0.193  0.151  0.084  0.471  0.136  0.046  0.256 －0.046  0.407 43心臓がドキドキしたり汗ばむ 0.080  0.087 －0.044  0.420  0.182  0.396  0.023  0.119  0.226 45もうそんなに経ったのかと思われる －0.112  0.068  0.218  0.377  0.151  0.053  0.094  0.135 －0.035 27後に続いて起きた出来事を覚えている 0.192  0.134 －0.090  0.162  0.824  0.099  0.057  0.033  0.036 28一つにつながった物語として思い出す 0.338  0.163 －0.012  0.169  0.708  0.019  0.002  0.072  0.191 26先だって起きた出来事を覚えている 0.219  0.134  0.055  0.089  0.677  0.098  0.049 －0.004  0.015 29 関連する他の記憶が思い出される 0.039  0.109  0.174  0.236  0.478  0.110 －0.012  0.028  0.249 24味覚がよみがえる －0.011  0.108  0.109  0.041  0.013  0.882  0.008 －0.017 －0.012 23匂いがよみがえる 0.026  0.072  0.046  0.152  0.055  0.832  0.045 －0.055 －0.068 25触覚がよみがえる 0.124  0.059  0.102  0.105  0.114  0.690 －0.015 －0.025  0.067 1私という人間をよく表す 0.096  0.245  0.101  0.100  0.055  0.023  0.928 －0.099  0.019 2私がどんな人間か教える 0.140  0.262  0.109  0.129  0.028  0.018  0.845 －0.033  0.051 12驚いた 0.028 －0.035 －0.047  0.139 －0.030 －0.008 －0.043  0.853  0.077 15珍しい出来事だった 0.260  0.087 －0.033  0.051  0.105 －0.073 －0.072  0.718  0.103 39 これまで何度も思い出した 0.245  0.285  0.007  0.305  0.160 －0.134  0.112  0.071  0.747 40これまで何度も人に話した 0.109  0.223  0.044  0.089  0.098  0.107 －0.046  0.184  0.524
寄与率 14.74  12.34  8.21  7.21  5.55  5.51  4.69  3.51  3.37































































重要性 19－22歳群 5.28 (0.93) 3.05 (1.25) 406.0??? 3.8 ? 3.1 26－34歳群 5.23 (1.07) 2.40 (1.13)
35－50歳群 5.45 (1.02) 3.28 (1.31)
自己 19－22歳群 4.27 (1.68) 3.53 (1.67) 35.3??? 1.7  5.8 ??
26－34歳群 4.83 (1.71) 2.68 (1.58)
35－50歳群 4.59 (1.69) 3.91 (1.56)
新奇性 19－22歳群 4.30 (1.72) 4.40 (1.53) 2.7  0.4  2.5 26－34歳群 4.55 (1.75) 4.40 (2.09)
35－50歳群 5.09 (1.54) 4.12 (1.73)
感情 19－22歳群 4.53 (2.29) 3.46 (2.19) 6.5? 0.3  0.9 26－34歳群 4.64 (2.15) 3.89 (1.73)
35－50歳群 4.20 (2.27) 4.00 (1.90)
感情強度 19－22歳群 2.22 (0.83) 2.03 (0.99) 6.0? 2.1  0.3 26－34歳群 2.03 (0.99) 1.63 (0.95)
35－50歳群 1.93 (1.21) 1.68 (1.13)
感情は数値が大きいほど，快であることを示す。感情強度は 0～3，それ以外は 1～7の値をとる。



























































発点 保った友人が，少：一年生の頃，一番仲の良か ったので，出 いっ々クラスで上手く かいて な
室健 友人に会いにに行っていることが多く，私も いが），しばしば保もしくは慰めにかもしれな（
，き 健室の先保 暗くへ行っていた。あると その状況の対処法を健室 人と三人で，真剣に，生と友
重（ える要と考なるまで話し合った。 しさや，こじれた関係の改善をに人間関係の難）真剣由は理
。てじめれがは 。えたのは，こ ，今の考え方にも影響している考 きに考えたことはのとらくこおそ
た「他言っアンカー：先生の ろ」という言葉が，今でも心の中に響いしをし良いところを探の人
る。（重要と考え る。苦，常に私の念頭に置かれている言葉であている は）他者を理解す理由 際る
手と思 うな人うよ つけることによって，その人を認めることができる。いところ」でも，「い を見
の放っ教師 実に多くの人と良い関わりをもつことができている。に，私はこた言葉を胸 れまで
学校類推： いた。下校時，バス車内で発車待ちをしていると，騒いでスで通までスクールバ てっ




を問 ていたがし つく：O先生は野球部の顧 人，野球部の顧問に自己 日新しい先生がもう一，ある
の問 生な方も先ことになった。新人顧 りに（それまでとは別の）徒は指導されるとお生での ，
厳 はずのある威 教習をした。すると た。（重要と考える理由）練 少しいじけてしまっがのO先生
いことが無す師はあまり感情を表 なかったが，少しへこんでいる私に，言葉は少ていた思っと









中 1・中 2・中 3の時点でそれぞれ 13・14・15歳であったと仮定し，その出来事から現在までの
















重要度 1位 6.1 (1.0) 16.8 (1.8) 27.1 (3.8)




特定的 非特定的 特定的 非特定的 特定的 非特定的
重要度 1位 41  8  27  12  24  14
(83.7) (16.3) (69.2) (30.8) (63.2) (36.8)
重要度 3位 37  12  22  17  18  20
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鮮明さ 19－22歳群 5.25 (0.97) 4.72 (1.04) 45.4??? 1.3  0.7
 
26－34歳群 5.12 (0.98) 4.34 (0.97)
35－50歳群 5.15 (1.03) 4.33 (1.01)
再体験 19－22歳群 3.62 (1.20) 3.07 (1.15) 58.2??? 0.2  1.3
 
26－34歳群 3.85 (1.26) 2.90 (1.10)
35－50歳群 3.87 (1.33) 3.11 (1.21)
一貫性 19－22歳群 4.54 (1.50) 3.97 (1.33) 20.5??? 4.4 ?? 0.2
 
26－34歳群 4.08 (1.40) 3.30 (1.16)
35－50歳群 3.84 (1.66) 3.18 (1.52)
身体感覚 19－22歳群 2.10 (1.46) 1.72 (1.29) 0.1  1.1  1.8
 
26－34歳群 1.78 (1.35) 1.80 (1.11)
35－50歳群 2.05 (1.25) 2.26 (1.54)
リハーサル 19－22歳群 3.72 (1.57) 2.91 (1.45) 54.3??? 0.2  0.7
 
26－34歳群 3.80 (1.52) 2.81 (1.60)
35－50歳群 4.07 (1.72) 2.86 (1.28)
感情 19－22歳群 4.88 (1.97) 4.05 (1.89) 11.0?? 0.1  0.8
 
26－34歳群 4.97 (1.82) 3.94 (1.67)
35－50歳群 4.67 (1.93) 4.30 (1.56)
感情強度 19－22歳群 1.92 (1.01) 1.64 (0.95) 9.2?? 0.9  0.2
 
26－34歳群 1.87 (0.93) 1.42 (1.05)
35－50歳群 1.72 (1.10) 1.38 (1.02)
感情は数値が大きいほど，快であることを示す。感情強度は 0～3，それ以外は 1～7の値をとる。
（ ）は SD。分散分析の自由度は，重要度順位の主効果が (1,123)，年齢群の主効果と交互作用が (2,123)。
































当時と同じ 当時と異なる 当時と同じ 当時と異なる 当時と同じ 当時と異なる
重要度 1位 24  25  20  19  16  22
(49.0) (51.0) (51.3) (48.7) (42.1) (57.9)
重要度 3位 28  21  18  21  18  20
(57.1) (42.9) (46.2) (53.8) (47.4) (52.6)
数値は人数，（ ）は％
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